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今月の主な内容
・市長メッセージ
・新型コロナワクチンの接種について
・転入、転出、転居に伴う休日臨時窓口を開設します！
・りっとう再発見  栗東市川辺の地名の由来と変遷
・うますぎる広報大使 田代 佳奈美さん

思いを込めて、たすきをつなぐ
２月７日、野洲川運動公園一帯で第 47 回びわこ栗東駅伝～

クロカン in野洲川～を開催しました。一般の部、市内の部、女子
の部、小学生の部の４部門に、市内外から57チーム369人の選
手が出場し、三上山をバックにしたコースを走り、それぞれの思
いを胸にたすきをつなぎました。



救
命
の
手

「
ド
ク
タ
ー
カ
ー
」

■
ド
ク
タ
ー
カ
ー
と
は
？

救
急
現
場
に
一
刻
も
早
く
医
師
が
駆

け
つ
け
、
そ
の
場
で
救
命
処
置
を
始
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
各
種
医
療
器
材
を
搭

載
し
た
高
規
格
救
急
車
や
ラ
ピ
ッ
ド
レ
ス

ポ
ン
ス
カ
ー
（
医
師
な
ど
が
乗
車
す
る
乗

用
車
タ
イ
プ
の
ド
ク
タ
ー
カ
ー
）
の
こ
と

で
す
。
医
師
・
看
護
師
・
救
急
救
命
士
で

構
成
す
る
医
療
チ
ー
ム
が
乗
り
込
み
現
場

に
出
動
し
ま
す
。

問
済
生
会
滋
賀
県
病
院

☎
552-

１
２
２
１
（
代
表
）

草
津
総
合
病
院

☎
563-

８
８
６
６
（
代
表
）

■
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
役
割

ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
、
主
に
心
筋
梗
塞
・

脳
卒
中
・
け
い
れ
ん
発
作
・
更
に
は
重
症

外
傷
な
ど
、
早
期
に
治
療
を
開
始
す
る
必

要
が
あ
る
症
例
に
対
し
て
出
動
要
請
が
か

か
る
場
合
が
多
く
、
病
院
に
搬
送
さ
れ
る

ま
で
の
間
に
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
に
よ

り
、
救
命
率
の
向
上
や
後
遺
症
の
軽
減
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

■
ド
ク
タ
ー
カ
ー
要
請
の
流
れ

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
出
動
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
１
１
９
番
通
報
で
救
急
車
を
要
請

し
た
際
、
そ
の
通
報
内
容
か
ら
消
防
局
お

よ
び
出
動
し
た
救
急
隊
の
判
断
で
要
請
が

行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
直
接
要
請
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
ド
ク
タ
ー
カ
ー
に
よ
る
費
用
負
担

ド
ク
タ
ー
カ
ー
が
出
動
し
、
現
場
で

医
師
や
看
護
師
が
診
察
や
治
療
を
行
っ
た

場
合
、
患
者
に
は
厚
生
労
働
省
が
定
め
る

診
療
報
酬
（
往
診
料
な
ど
）
に
基
づ
き
一

定
の
費
用
負
担
が
発
生
し
ま
す
。

～
市
民
の
皆
さ
ま
へ
～

市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
2
月

に
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
室
」
を
健
康
福
祉

部
に
設
置
し
、
ま
ず
は
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
接
種
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
１
日
で
も
早
く
、

安
心
し
て
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
い
た
だ
け
る
よ

う
国
や
県
、
医
療
機
関
と
の
連
携
を
と
り
な

が
ら
、
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
接

種
対
象
者
や
接
種
時
期
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

順
次
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

市
内
の
新
規
感
染
者
数
は
、
１
月
を
ピ

ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
感
染
経

路
と
し
て
は
家
庭
内
で
の
感
染
の
傾
向
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
点

に
ご
注
意
い
だ
だ
き
、
引
き
続
き
感
染
防
止

へ
の
取
組
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
家
庭
内
で
の
感
染
防
止
を
含
め
た
基
本

　
　
的
な
感
染
対
策
の
実
施

・
罹
患
さ
れ
た
人
や
そ
の
家
族
な
ど
に
対

　
　
す
る
人
権
へ
の
配
慮

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
穏
や
か
な
日
常
を
取
り
戻
す
た
め
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２月 ３月 ４月 ５月 ６月

医療従事者などへの接種

上記以外の人への接種券発送・接種

高齢者への接種高齢者への
接種券発送

※高齢者（昭和32年４月１日以前に生まれた人）…令和３年度中に65歳以上に達する人
※集団接種会場として、まずは栗東市民体育館を基本に調整中
※接種は予約制で、コールセンターでの電話予約とWEB予約を予定

＜ワクチン接種の想定スケジュール＞
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引越しシーズンの３月下旬から４月上旬は、転入・転出や転居の届出が集中して、窓口が大変混み合います。
市では、日曜日に臨時の窓口を開設し、住民異動に伴う手続きを受け付けます。下記取扱い業務に限ります。

【日時】令和３年３月 28日㈰、４月４日㈰　8:30 ～ 17:15
【場所】市役所１階 窓口
【持ち物】転出証明書・本人確認用の官公署発行の写真付証明書
(運転免許証・パスポート・個人番号カード・写真付住民基本台帳カード・在留カード・特別永住者証明書など )

担 当 課 取 　扱 　い 　業 　務

総合窓口課
☎ 551-0110
ＦＡＸ 553-0250

◦住民異動届（転入・転出・転居）
※国外からの転入および個人番号カード・住基カードによる特例転入はできません

◦印鑑登録の手続き・印鑑登録証明書の発行
◦住民票の写し、戸籍謄 (抄 ) 本などの発行 ※税関係の証明書は発行できません
◦マイナンバーカードの交付、申請補助（写真撮影）

保険年金課
福祉医療係

☎ 551-0316
高齢者医療係
☎ 551-0361

ＦＡＸ 553-0250（共通）

◦福祉医療費受給券（乳幼児・子ども医療）の申請書預かり
※健康保険証が必要です。なお、受給券は後日郵送します

◦後期高齢者医療負担区分等証明書の預かり（後期高齢者医療被保険者証は後日郵送）

子育て応援課
☎ 551-0114
ＦＡＸ 552-9320

◦児童手当の手続き（認定請求書の一部預かりなど）
　※児童扶養手当などは、当日手続きできません

担当課 手続き内容
学校教育課

☎ 551-0130
ＦＡＸ 551-0149

◦小中学校の転入、転出に伴う就学の手続き
◦区域外就学、指定校変更の手続き

保険年金課
国民健康保険係
☎ 551-1807
ＦＡＸ 553-0250

◦住民異動に伴う国民健康保険被保険者
証の発行および関係書類の発送

長寿福祉課
☎ 551-0281
ＦＡＸ 551-0548

◦介護保険の申請

障がい福祉課
☎ 551-0113
ＦＡＸ 553-3678

◦障がい者手帳などの手続き

健康増進課
（なごやかセンター内）

☎ 554-6100
ＦＡＸ 554-6101

◦妊婦健康診査受診券の交換

幼児課
☎ 551-0424
ＦＡＸ 551-0149

◦保育園・幼稚園の入園申込み

上下水道課
☎ 551-0135
ＦＡＸ 554-3866

◦水道の開閉栓の申込み
　※使用開始日、停止日の４日前までに

電話連絡が必要

近くお引越しを予定されている皆さんへ
転入、転出、転居に伴う 休日臨時窓口を開設します！

※必要書類など詳細は事前に各担当課に確認してください。また、他の行政機関に問合わせが必要となるも
のなどは、当日中に手続きができない場合があります

※提出書類に不備などがある場合、平日の ８:30 ～ 17:15 に
再度来庁していただく場合があります。

問総合窓口課
☎ 551-0110 ＦＡＸ 553-0250（市外局番 077）

【当日対応ができない手続き】

休日開庁日
【日時】令和３年３月 28日㈰ 
　　　 ８:30 ～ 17:15
◦マイナンバーカードは、申請から交付ま

で１か月程度かかります。カードの準
備ができ次第「交付通知書」を送付し
ますので、本人が受け取りにお越しく
ださい。

◦当日はマイナンバーカードの電子証明書
の更新もできます。更新手続きの際に、
マイナンバーカードの暗証番号（数字４
桁）と署名用電子証明書の暗証番号（６
～ 16 桁の英数字）を確認します。マイ
ナンバーカードと有効期限通知書をお
持ちください。

マイナンバーカードの休日交付
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本
市
に
は
１
４
４
８
人
（
令
和
２
年

12
月
末
現
在
）の
外
国
籍
住
民
が
生
活
し
、

人
口
の
２
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

外
国
籍
住
民
の
中
に
は
、
日
本
語
の

理
解
が
十
分
で
な
か
っ
た
り
、
生
活
習
慣

の
違
い
か
ら
、
地
域
で
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
国
籍
や
文
化
が
違
っ
て
も
、
地
域
社

会
で
暮
ら
す
仲
間
と
し
て
、
お
互
い
を
認

め
あ
い
、
と
も
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
目
指
し
て
協
力
し
あ
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

県
内
で
は
、
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人

を
支
援
す
る
た
め
、
２
０
１
９
年
４
月
に

「
し
が
外
国
人
相
談
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
地
域
活
動
で
外
国
籍
住
民
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
場
合

な
ど
に
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
市
で
も
、
栗
東
国
際
交
流
協
会
と

協
力
し
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
多
文
化
共
生

の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
取
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
す

る
日
本
語
教
室
で
は
、
今
年
度
か
ら
会
場

を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
宝
に
移
転

し
、
感
染
対
策
を
取
り
な
が
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

多文化共生の
まちづくり

Sobre o serviço público do atendimento em porguês
Dias disponíveis de consulta　
Data:Toda quarta-f. 13h00 – 17h00
Porém,favor comparecer até às 16h30, se possível.
*O atendimento será feito na ordem de chegada. 

ポルトガル語通訳業務について
定期相談日 毎週水曜日 13:00 ～ 17:00
なるべく 16:30 までにお越しください。
受付は先着順です。

■
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
生
活
相
談
窓
口

◦
日
時
…
毎
週
水
曜
日 

13
時
～
17
時

（
な
る
べ
く
16
時
30
分
ま
で
に
お
越
し

　

  

く
だ
さ
い
。
受
付
は
先
着
順
で
す
）

◦
場
所
…
市
役
所
３
階 

自
治
振
興
課

◦
内
容
…
「
住
民
登
録
、
健
康
保
険
、
税

金
、
保
育
園･

幼
稚
園
」
な
ど
、
日

本
語
が
わ
か
ら
な
い
た
め
市
役
所
の

手
続
き
が
困
難
な
場
合
、
手
続
き
窓

口
に
通
訳
者
が
同
行
し
ま
す
。

■
し
が
外
国
人
相
談
セ
ン
タ
ー

◦
日
時
…
月
～
金
曜
日　
10
時
～
17
時

◦
対
応
言
語
…
日
本
語
、
英
語
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
、ス
ペ
イ
ン
語
、タ
ガ
ロ
グ
語
、

ベ
ト
ナ
ム
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

◦
内
容
…
滋
賀
県
に
暮
ら
す
外
国
籍
住
民

の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
多
言
語
で
対

応
し
ま
す
。
日
本
語
が
わ
か
ら
な
く

て
困
っ
て
い
る
外
国
籍
の
人
だ
け
で

な
く
、
自
治
会
内
の
外
国
籍
住
民
に

連
絡
し
た
い
け
れ
ど
、
外
国
語
が
で

き
な
く
て
困
っ
て
い
る
場
合
な
ど
に

も
相
談
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

問
滋
賀
県
国
際
協
会 

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
523-

５
６
４
６

■
日
本
語
教
室

◦
日
時
…
毎
月
第
２･

第
４
土
曜
日

10
時
15
分
～
11
時
45
分

◦
場
所
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
宝

◦
内
容
…
栗
東
国
際
交
流
協
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
日
本
語
講
師
が
、
外
国
籍
住
民

へ
日
本
語
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

年
齢
や
国
籍
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で

も
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
栗
東
国
際
交
流
協
会（
自
治
振
興
課
内
）

☎
551-

０
２
９
３

～ともにいきいきと
暮らせる社会へ～

▶
日
本
語
教
室
の
様
子
。
コ
ロ
ナ
禍
で
参
加
者
は
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
感
染
が
収
ま
り
、
に
ぎ
や

か
な
教
室
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

問自治振興課 国内・国際交流係
　☎ 551-0290 ＦＡＸ 551-0432
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元
年
９
月
よ
り
運
用
を
開
始
し
、
今
年
度

末
で
約
１
年
半
が
経
過
し
ま
す
。
令
和
３

年
１
月
時
点
で
、
バ
ン
ク
サ
イ
ト
の
空
き

家
物
件
登
録
数
が
延
べ
６
件
（
う
ち
１
件

成
約
）、
利
活
用
希
望
の
登
録
者
数
が
延

べ
５
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

空
き
家
は
、
放
置
す
る
こ
と
で
周
囲
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
本
市

で
は
、
そ
の
よ
う
な
空
き
家
の
増
加
を
抑
制

す
る
た
め
に
も
、
空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ

た
空
き
家
の
利
活
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
の
処
分
や
管
理
な
ど
に
お
困
り
の

人
は
、
ぜ
ひ
登
録
を
お
考
え
く
だ
さ
い
。

■
り
っ
と
う
空
き
家
バ
ン
ク
と
は
?

「
栗
東
市
空
家
等
対
策
計
画
」
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
付
け
て
お
り
、
空

き
家
を
「
売
り
た
い
・
貸
し
た
い
人
（
所

有
者
）」と「
買
い
た
い
・
借
り
た
い
人

（
利
活
用
希
望
者
）」
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
る
場
（
仕
組
み
）
を
指
し
ま
す
。
バ

ン
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る
空
き
家
や
利

活
用
希
望
者
の
意
向
な
ど
は
同
名
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
閲
覧
出
来
ま
す
。

（「G
oogle Chrom

e

」
か
ら
ご
覧
く
だ
さ

い
。「Internet Explorer

」は
非
対
応
で
す
）

■
よ
り
良
い
バ
ン
ク
づ
く
り

所
有
者
や
利
活
用
希
望
者
の
想
い
が
反

映
さ
れ
た
マ
ッ
チ
ン
グ
が
出
来
る
よ
う
、
り

っ
と
う
空
き
家
バ
ン
ク
は
随
時
改
善
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
り
っ
と
う
空

き
家
バ
ン
ク
の
運
営
を
、
空
き
家
対
策
に

特
化
し
た
団
体
で
あ
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く

ら
す
む
滋
賀
」
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
専
門
性
を
活
か
し
、

よ
り
柔
軟
な
対
応
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、バ
ン
ク
サ
イ
ト
も
「
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
」

や「
所
有
者
の
ひ
と
こ
と
」欄
の
作
成
な
ど
、

随
時
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
す
る
こ
と
で
、
閲
覧

者
に
と
っ
て
よ
り
分
か
り
や
す
い
サ
イ
ト

に
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

■
空
き
家
の
利
活
用
推
進
の
た
め
に

り
っ
と
う
空
き
家
バ
ン
ク
は
、
令
和

問住宅課 住宅係
　☎ 551-0347 ＦＡＸ 552-7000

「
り
っ
と
う
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

りっとう
空き家
シリーズ
第14 弾

問
健
康
増
進
課 

母
子
保
健
係

☎
554-

６
１
０
０ 

ＦＡＸ
554-

６
１
０
１

■
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す

養
成
講
座
を
受
講
し
て
、
健
康
推
進

員
と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
（
申

込
み
は
左
記
ま
で
）

地
域
の
健
康
づ
く
り
活
動
リ
ー
ダ
ー「
健
康
推
進
員
」

健
康
推
進
員
は
、
健
康
推
進
員
養
成

講
座
を
受
講
後
、市
長
の
委
嘱
を
受
け
て
、

地
域
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
全
国
で「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
」

の
愛
称
で
活
躍
す
る
仲
間
の
う
ち
、
本
市

の
会
員
は
現
在
１
２
９
人
で
す
。

■
組
織
体
系

本
市
で
は
昭
和
62
年
４
月
に
「
栗
東

市
健
康
推
進
員
連
絡
協
議
会
」
が
発
足
し

ま
し
た
。
研
修
部
会
、
運
動
部
会
、
食
生

活
部
会
の
３
部
会
が
あ
り
、
会
員
は
い
ず

れ
か
の
部
会
に
所
属
し
、
健
康
づ
く
り
に

必
要
な
知
識
を
学
ん
で
い
ま
す
。
学
ん
だ

知
識
は
、
自
治
会
活
動
な
ど
、
地
域
に
密

着
し
た
活
動
で
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容
は
？

例
年
は
、
地
域
の
高
齢
者
サ
ロ
ン
で
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
の
提
供
や
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
講
話
を
行
っ
た
り
、
保
育
園

で
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
を
行
っ
た
り
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
齢
を
対
象

に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
講
座
や
教
室
な

ど
は
ほ
と
ん
ど
実
施
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
の
中
で
も
出
来
る
こ
と
を
考
え
、

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
配
布
す

る
な
ど
、
工
夫
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

≪研修部会≫
園児などを対象としたエプ
ロンシアターの実施や、広
報誌の発行。

≪運動部会≫
ウォーキングの実施や地
域における健康体操の普
及、啓発など。

≪食生活部会≫
伝達講習会（調理実習）を
年３回行い、バランスのよ
いメニューの伝達など、食
育に関する活動。
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「輝く明日へ」
人権シリーズ

⑩
「
栗
東
市
人
権
・
同
和
問
題
に
関
す
る
住
民
意
識
調
査
」
の
結
果
か
ら

一
人
ひ
と
り
が
「
ま
ず
一
歩
！
」

　
　
　
　
　
　
差
別
を
な
く
す
行
動
に
つ
な
が
る
取
組
み
を

本
市
で
は
、
１
９
８
５
年
以
来
、
５

年
ご
と
に
「
人
権
・
同
和
問
題
に
関
す
る

住
民
意
識
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
本
市
が
こ
れ
ま
で
実

施
し
て
き
た
人
権
啓
発
活
動
の
効
果
と
課

題
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
人
権
・
同
和

問
題
へ
の
取
組
み
を
推
進
し
て
い
く
た
め

の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

■
本
年
度
の
調
査

◦
対
象
…
満
20
歳
以
上
の
市
民

　
　
　
３
０
０
０
人(

無
作
為
抽
出)

◦
期
間
…
２
０
２
０
年 

８
月
１
日

～
８
月
28
日

◦
回
収
数
…
１
３
４
２
件

(

回
収
率
44
・
７
％)

◦
調
査
内
容
…
人
権
・
同
和
問
題
の
考
え

方
や
取
組
み
な
ど
に
つ
い
て
大
問
と

し
て
全
９
問

■
調
査
結
果
の
概
要
（
一
部
を
抜
粋
）

【
人
権・同
和
問
題
へ
の
考
え
方
に
つ
い
て
】

「
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
に
は
、

人
を
信
頼
し
、
認
め
合
え
る
豊
か
な
人
間

関
係
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
」
で
は
、
約

87
％
の
人
が
、
ま
た
、「
差
別
を
共
に
な
く

そ
う
と
す
る
態
度
を
身
に
つ
け
た
い
（
グ

ラ
フ
①
）」
で
は
、
約
78
％
の
人
が
肯
定
的

な
意
見
で
し
た
。
し
か
し
、「
一
人
ひ
と
り

が
尊
重
さ
れ
る
集
団
や
社
会
を
築
く
た
め
、

リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
努
力
し
た
い
」
に
「
そ

う
思
う
」
と
答
え
た
人
は
約
７
％
で
、「
人

権
・
同
和
問
題
の
講
演
会
や
研
修
会
に
積

極
的
に
参
加
し
た
い
」
で
は
、
約
14
％
と

肯
定
的
な
意
見
を
持
っ
て
い
る
人
が
少
な

い
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

【
地
区
別
懇
談
会
に
つ
い
て
】

過
去
５
年
間
に
地
区
別
懇
談
会
に
参

加
し
た
人
を
対
象
と
し
た
「
人
権
・
同
和

問
題
の
認
識
を
深
め
る
た
め
に
役
立
ち
ま

し
た
か
」
を
、
過
去
３
回
の
調
査
と
比
較

す
る
と
、「
役
に
立
っ
た
」
と
答
え
た
人

の
割
合
に
大
き
な
変
化
は
な
い
も
の
の
、

「
役
に
立
た
な
か
っ
た
」
と
答
え
た
人
の

割
合
が
年
々
低
く
な
っ
て
お
り
、
地
区
別

懇
談
会
の
有
効
性
が
少
し
ず
つ
向
上
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

【
部
落
差
別
問
題
学
習
に
つ
い
て
】

「
部
落
差
別
を
知
ら
な
い
人
に
ま
で
知

ら
せ
る
こ
と
に
な
り
、
差
別
を
広
げ
て
い

る
（
グ
ラ
フ
②
）」
を
、
前
回
の
調
査
と
比

較
す
る
と
、「
そ
う
思
う
」
の
割
合
が
低
く

な
っ
て
お
り
、「
そ
う
思
わ
な
い
」
の
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
正
し
く

知
る
こ
と
の
大
切
さ
が
浸
透
し
て
き
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
自

由
記
述
な
ど
に
は
、「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」

と
い
う
考
え
の
意
見
な
ど
も
ま
だ
ま
だ
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。

【
部
落
差
別
解
消
推
進
法
に
つ
い
て
】

部
落
差
別
解
消
推
進
法
（
正
式
名
称:

部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
）

は
、
依
然
と
し
て
部
落
差
別
が
存
在
す
る

現
状
を
踏
ま
え
、
部
落
差
別
の
解
消
に
向

け
て
、
２
０
１
６
年
に
施
行
さ
れ
た
法
律

で
す
。「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
を
知
っ

て
い
ま
す
か
」
の
設
問
に
対
し
て
は
、「
知

っ
て
い
る
」
は
約
32
％
、「
知
ら
な
い
」

は
約
64
％
で
、
ま
だ
ま
だ
認
知
度
が
低
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

※
調
査
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
人

権
教
育
課
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
差
別
解
消
に
向
け
て

今
回
の
調
査
か
ら
は
、「
差
別
は
い
け

な
い
」
と
い
う
認
識
や
人
権
に
関
す
る
正

し
い
知
識
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
識
が
少
し
ず
つ
向
上
し
て
い
る
も
の

の
、
実
際
に
自
分
が
行
動
す
る
こ
と
に
対

し
て
は
、
消
極
的
な
回
答
が
増
加
し
て
い

ま
し
た
。
部
落
差
別
や
コ
ロ
ナ
差
別
な
ど

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
て
い
く
た
め
に

は
、一
人
ひ
と
り
が
差
別
に
気
づ
き
、考
え
、

行
動
す
る
「
一
歩
」
が
必
要
で
す
。
今
回

の
調
査
を
も
と
に
、
差
別
解
消
に
向
け
た

取
組
み
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

0% 50% 100%

２
０
２
０
年

２
０
１
５
年

32.3 45.2 17.3

2.0 1.3 1.9

2.3 1.4 2.5

31.0 43.3 19.5

0% 50% 100%

２
０
２
０
年

２
０
１
５
年

15.7 25.9 13.8

18.6 23.9 12.7

11.3

9.9

4.8

2.2

31.1

30.1

（グラフ①）
差別を共になくそうとする態度を身に着けたい

（グラフ②）
部落差別を知らない人にまで知らせることにな
り、差別を広げている

■そう思う■どちらかといえばそう思う
■どちらとも言えない ■どちらかと言えばそう思わない
■そう思わない■不明・無回答

問
人
権
教
育
課

☎
551-

０
１
３
３ 

ＦＡＸ
551-

０
１
４
９
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「
く
り
ち
ゃ
ん
バ
ス
」
は
、
皆
さ
ん
の

日
常
生
活
に
お
け
る
地
域
の
身
近
な
交
通

手
段
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
令
和
元

年
度
は
、
８
万
２
４
８
４
人
（
平
成
30
年

10
月
～
令
和
元
年
９
月
）
の
皆
さ
ん
が
利

用
さ
れ
、
前
年
比
で
１
万
１
６
５
４
人
の

利
用
者
増
（
前
年
比
16
・
５
％
増
）
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
30
年
10
月
に
守
山
駅

西
口
ま
で
延
伸
し
た
大
宝
循
環
線
の
利
用

者
が
大
き
く
伸
び
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

宅
屋
線
で
も
順
調
に
利
用
者
を
伸
ば
し
て

い
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

問
交
通
政
策
課 

交
通
政
策
係

☎
551-

０
２
９
１

ＦＡＸ
552-

７
０
０
０

くりちゃんバス利用者数
（平成 30年 10月～令和元年９月）

く
り
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
利
用
状
況

今
後
も
利
用
状
況
調
査
を
踏
ま
え
て
、

ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
な
ど
検
討
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
「
く
り

ち
ゃ
ん
バ
ス
（
草
津
・
栗
東
・
守
山
く
る

っ
と
バ
ス
）」
の
利
用
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

■
最
新
の
バ
ス
路
線
図
・
時
刻
表

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。「
く
り
ち
ゃ
ん

バ
ス
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

路線名 年度当たり
利用者数

前年度からの
利用者増減数

大宝循環線 22,163 人 ＋ 8,238 人
宅屋線 22,910 人 ＋ 2,495 人

草津駅・手原線 25,870 人 －　938人
葉山循環線・治田循環線 8,879 人 ＋　183人

金勝循環線 2,662 人 ＋ 1,676 人
合計 82,484 人 ＋ 11,654 人

本
市
の
ご
み
の
資
源
化
率
は
、
27
・
５
％

で
す
。
ご
み
は
容
器
や
服
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
物
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
リ
サ
イ
ク

ル
（
再
生
利
用
）
だ
け
で
な
く
、
リ
フ
ュ

ー
ズ
（
ご
み
を
作
ら
な
い
）、
リ
デ
ュ
ー
ス

（
ご
み
に
な
る
も
の
を
減
ら
す
）、
リ
ユ
ー

ス
（
繰
り
返
し
使
う
）
と
い
っ
た
４
Ｒ
の

取
組
み
で
ご
み
の
減
量
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
政
策
課 

生
活
環
境
係

☎
551-

０
３
４
１ 

ＦＡＸ
554-
１
１
２
３

ご
み
の
減
量
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

ごみの資源化状況（令和２年４月～令和２年 12月）
ごみの種類 排出量（ｔ）資源化量（ｔ）再生利用の種類

可燃ごみ 11,210
715 灰から道路骨材など
１ バイオディーゼル燃料
50 堆肥（環境センター内）

破砕ごみ、粗大ごみ、
小型家電 1,166 407 金属類（リユース利用含む）
金属類 174
古紙古着類 1,368 注 1,386 古紙の材料
びん類 247 240 びんの材料
その他プラスチック 765 520 プラスチックの材料
ペットボトル 117 115 プラスチック容器、衣類の材料
乾電池 14 11 金属類
草木など 962 962 堆肥（民間）
合計 16,023 4,407 注前年度保管分含む

問
長
寿
福
祉
課 

介
護
保
険
係

☎
551-

０
２
８
１ 

ＦＡＸ
551-

０
５
４
８

本
市
で
は
、
高
齢
者
が
要
介

護
状
態
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
計
画
的
に
介
護
保

険
適
用
の
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

４
月
に
、
介
護
老
人
福
祉
施
設

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
な
え

み
」
が
上
鈎
地
先
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
常
時
介
護
が
必
要
で
、
在

宅
介
護
が
困
難
な
要
介
護
３
以
上

の
高
齢
者
が
対
象
で
す
。

（
申
込
み
・
問
合
せ
は
、
は
な

え
み
準
備
室
☎
596-

５
２
８
２
）

こ
の
整
備
で
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
は
市
内
に
４
施
設
で
き

る
こ
と
に
な
り
、
今
後
は
、
地
域

と
連
携
し
、
地
域
の
拠
点
と
な
る

施
設
と
し
て
、
期
待
さ
れ
ま
す
。

特別養護老人ホームがオープンします

特別養護老人ホームはなえみ ４月１日開設予定
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配置薬…高額な健康食品を買うはめに
＜事例＞

一人暮らしの高齢の母は 20 年以上前から配
置薬を利用し、約３か月ごとに訪問を受けて
いた。先日、今までとは別の担当者が来た。常
備薬の補充の後、１瓶約４万円もするサプリメ
ントの勧誘を受け、断っても「10 回払いにす
ればよい」と言われ、配置薬補充代金とは別に
約３千円集金されたようだ。

＜助言＞
配置薬を補充する定期訪問の際に、高額な健

康食品を勧誘されたという相談が寄せられてい
ます。

不要ならきっぱり断りましょう。できれば一
人で対応せず、家族など周りの人に同席しても
らいましょう。

家族など周りの人は、高齢者の家に頻繁に訪
問してくる人がいないか、家の中に多量の未開
封の品物や不明な契約書がないかなど、日ごろ
から気を配りましょう。

契約についてトラブルが生じた場合は、早め
に消費生活相談窓口へご相談ください。

問自治振興課 消費生活相談窓口（相談無料）
9:15 ～ 12:00 13:00 ～ 16:00
☎ 551-0115 ＦＡＸ 551-0432（平日のみ）
滋賀県消費生活センター（相談無料）
☎ 0749-23-0999
9:15 ～ 16:00（平日・土曜）

草津警察署安全伝言板

■滋賀県警察官募集！
◦対象
大学を卒業または令和４年３月 31 日までに

卒業する見込みの人
◦受付期間
３月１日㈪から４月 20日㈫まで

◦問合せ
☎フリーダイヤル 0120-204-314
詳しくは、受験案内または滋賀県警察のホー

ムページをご覧ください。

問草津警察署
☎ 563-0110 ＦＡＸ 563-0116

子 育 て 情 報
友だちとの関わりについて

問地域子育て包括支援センター
☎ 551-2370 ＦＡＸ 551-2330

友だちと出会い楽しむことは「人っていいな」と
いう気持ちを感じることにつながります。そして友
だちと一緒に遊ぶことで同じものを使いたい、自分
が先にやりたいなど、子ども同士の思いがぶつかり
合うことがあります。しかし、このぶつかり合いが
子どもたちの育ちにはとても大切なのです。少しず
つ周囲の人への興味や関心が高まる１歳児。関わり
たい気持ちがある一方で、ことばでは上手くやり取
りできず、関わり方がわからなくてトラブルにつな
がることがあります。

例えば、友だちが持っているおもちゃに興味があ
り、強引に引っ張って取ろうとすることがあります。
このような時は「友だちが持っているおもちゃが欲
しかったの？」と、まずはその子の気持ちを聞いた
り代弁したりします。そして、「これが使いたいんだ
よね。今は他の子が使っているからこっちを使って
みようか」などの提案をしてみましょう。また、友
だちが遊んでいる側で友だちの遊びをじっと見てい
ることもありますが、「友だちがいないのはかわいそ
う」と思い、友達と遊ばせようとするのは大人の価
値観です。子どもの中には、友だちのしていること
を見て心の中で一緒に遊んでいる子どももいます。

積極的に友だちに関わっていく子ども、友だちと
の関わりに消極的な子どもなどいろいろな子どもの
姿があります。子どもの個性を大切にし、「一人ひと
りちがってあたりまえ」の環境の中で育つことで、
自分のことを「すごい」「がんばれる自分がいる」な
どと感じ、自分に自信がもてるようになり、友だち
のことを大事にしたり、やさしくしたりすることに
つながっていきます。
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よ
り
よ
く
生
活
す
る

た
め
の
12
か
条
35

《治田保育園》　異年齢交流「乗せてくれてありがとう！」

４
歳
児
が
作
っ
た
電
車
を
走
ら

せ
て
遊
ん
で
い
る
と
２
歳
児
の
子
ど

も
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。「
乗

っ
て
い
い
で
す
よ
～
」
と
声
を
か
け

ら
れ
嬉
し
そ
う
に
電
車
に
乗
り
込
む

か
わ
い
ら
し
い
お
客
さ
ん
。

「
あ
り
が
と
う
！
」
と
お
客
さ
ん

に
お
礼
を
言
わ
れ
た
４
歳
児
は
嬉
し

そ
う
で
ど
こ
か
誇
ら
し
げ
に
見
え
ま

し
た
。

保
育
園
は
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま

で
の
子
ど
も
た
ち
が
生
活
を
し
て
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
年
齢
の
子
ど
も

た
ち
が
関
わ
る
中
で
憧
れ
の
気
持
ち

や
思
い
や
り
の
気
持
ち
が
育
っ
て
き

ま
す
。
ま
た
、
頼
り
に
し
て
も
ら
っ

た
経
験
が
自
信
に
も
繋
が
り
ま
す
。

今
後
も
遊
び
を
通
し
て
人
と
関

わ
り
合
い
な
が
ら
社
会
性
や
協
調

性
、
思
い
や

る
気
持
ち
な

ど
が
育
つ
保

育
を
し
て
い

き
ま
す
。

問
幼
児
課

☎
551-

０
４
２
４ 

ＦＡＸ
551-

０
１
４
９

栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
で
は
毎
年
一

つ
の
大
字
の
歴
史
と
文
化
を
特
集
し
て
紹

介
す
る
小
地
域
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
は
、
川
辺
地
区
を
取
り
上
げ

て
小
地
域
展
「
川
辺
の
歴
史
と
文
化
」
を

開
催
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
川
辺
地
区
の
読
み
方
は
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
川
辺
は「
か
わ
づ
ら
」

と
読
み
ま
す
。特
徴
的
な
読
み
方
で
す
が
、

古
い
記
録
を
紐
解
く
と
、
地
区
名
の
表
記

は
さ
ま
ざ
ま
な
変
遷
が
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

ま
ず
、
川
辺
が
記
録
に
登
場
す
る
比

較
的
古
い
文
献
と
し
て
は
『
御ご

法ほ
う

興こ
う

院い
ん

記き

』
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。『
御
法

興
院
記
』
は
室
町
時
代
後
期
の
公
家
、
近こ

の

衛え

政ま
さ

家い
え

が
記
し
た
日
記
で
す
。
こ
こ
に
は

栗
東
が
政
治
の
表
舞
台
に
登
場
す
る
“
鈎

ま
が
り

の
陣じ

ん

”
の
頃
の
記
録
も
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
鈎
の
陣
と
は
室
町
時
代
後
期
、
時

の
室
町
幕
府
将
軍
足あ

し
か
が
よ
し
ひ
さ

利
義
尚
が
近
江
の
鈎

の
地
（
現
在
の
上か

み
ま
が
り鈎
あ
た
り
）
に
陣
を
置

き
、
近
江
で
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
た
六
角

氏
を
制
し
よ
う
と
し
た
出
来
事
を
言
い
ま

す
。
川
辺
の
記
録
は
鈎
の
陣
に
滞
在
す
る

将
軍
義
尚
に
近
衛
政
家
が
拝
謁
し
に
京
か

ら
や
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
登
場
し
ま
す
。

長
享
２
（
１
４
８
８
）
年
９
月
20
日
、「
河

頬
」
に
到
着
し
た
政
家
は
こ
こ
か
ら
装
束

を
改
め
て
将
軍
の
陣
所
へ
参
上
し
た
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

166

問栗東歴史民俗博物館
☎ 554-2733 ＦＡＸ 554-2755

ま
た
『
御
法
興
院
記
』
か
ら
100
年
ほ

ど
時
代
が
下
っ
た
戦
国
時
代
の
資
料
に
は

一い
っ

向こ
う

宗し
ゅ
う

門も
ん

徒と

の
住
む
村
と
し
て
「
川
つ

ら
」が
登
場
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら「
河

頬
」
は
カ
ワ
ツ
ラ
も
し
く
は
カ
ワ
ヅ
ラ
と

読
む
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
川
辺
は
江
戸

時
代
に
は
「
川
面
」
な
ど
と
記
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
次
第
に
「
川
辺
」
と

書
く
こ
と
が
定
着
し
て
い
き
ま
し
た
。

「
頬
」「
面
」
の
文
字
に
共
通
し
て
い

る
の
は
、
顔
の
一
部
（
頬
）、
あ
る
い
は

全
部
（
面
）、
つ
ま
り
顔
が
な
に
か
と
対

面
す
る
と
見
え
る
部
分
を
指
す
と
い
う
点

で
す
。
ま
た
「
面
」
に
は
「
向
か
う
」
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
川
辺
は
集
落
の

西
側
に
金
勝
川
が
流
れ
て
い
て
川
沿
い
に

集
落
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
カ
ワ
ヅ
ラ
の

地
名
は
川
に
向
か
っ
て
（
面
し
て
）
営
ま

れ
た
集
落
と
い
う
意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
。
こ
の
よ
う
に
地
名
の
表
記
か
ら
そ
の

成
り
立
ち
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
地
区

は
そ
う
多
く
な
く
、そ
う
し
た
点
か
ら
も
、

ま
た
読
み
方
か
ら
も
特
徴
あ
る
地
区
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

■
小
地
域
展
「
川
辺
の
歴
史
と
文
化
」　

会
期
…
３
月
13
日
㈯～

５
月
９
日
㈰
ま
で

※
詳
細
は
お
知
ら
せ
版
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

栗東市川辺の
地名の由来と変遷

『御法興院記』（複製）
長享２年９月20日条の「河頬」

『伊勢参宮名所図会』
寛政９（1797）年刊行の「川面」

『栗太郡川辺村検地帳』
延宝７（1679）の「川辺」
" 辺 " は " 邊 " で記される

さ
ま
ざ
ま
な
　

「
川
辺
」
の
表
記

あなたの考え　わたしの考え　互いを尊重　明るい未来　
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五輪２大会連続出場を目指す
バレーボール選手 田代 佳奈美さん

今夏の東京オリンピック
出場に向けて、現在は自身
の技術力、メンタル面を
日々の練習で強化してい
ます。
コロナの影響で、コン

ディションを整えるのは
難しい状況ではありますが、

試合を重ねながら、調子はとて
も良くなってきています。

オリンピックへは２大会連続の出場になりますが、
目標としては、まずはメンバーに入ること。そしてメ
ダル獲得に向けて、セッターとしての自分の役割に徹
したいです。

コロナ禍で、思うように練習ができず、落ち
込んだりすることもありました。そんな時、支え
になったのは、家族です。可愛い甥っ子や姪っ子
とのテレビ電話は、大きな心の支えになりました。

日常にたくさんの制限があり、ストレスの日々
が続きますが、スポーツの力を通して、たくさん
の人が少しでも元気になれるように、自分らしさ
を忘れず全力のプレーをお届けしていきたいと
思っていますので、皆さんの応援をよろしくお願
いします。

うますぎる広報大使

問秘書広報課 広報・広聴係
☎ 551-0641 ＦＡＸ 553-1280

うますぎ★ブランド
伊勢村 浩司さん
まちづくりから市民農園を開設

伊勢村さんは、平成 24 年に安養寺景観まちづくり
協議会に参画し、部会活動の一環として「Ａ

エ イ プ ラ ス

＋ Plus
安養寺農園」を開設されました。
「Ａ＋ Plus」には、住み親しんだ安養寺への「さらなる」

という想いが込められています。より元気により楽し
いまちづくりを行うため、部会メンバーと野菜や果実

の栽培のほか、焼き芋会などの収穫祭の開催に取
り組んでおられます。

栽培は循環型農法にこだわって、台所から出
る野菜くずなども堆肥化して畑に使用。創意工夫
をして特産化した「安養寺にんにく」は、直売所
への出荷もされています。

また、農園の一部を市民農園として区画貸しす
ることで、都市化の進展で今では難しくなった土
に親しむ機会を提供されています。

自ら生産した野菜を食べる喜びを
提供し、生きがいづくりや健康の増
進、食育につながる市民農園の開設
を、本市では応援しています。

問農林課　農政係
☎ 551-0124　ＦＡＸ 551-0148

美味い！みごとな料理
上手い！たくみな技術
旨い！！くらしの知恵
馬！！！栗東といえば
など、まちの「うますぎ！」を紹介します。

ＳＮＳ　画面の向こうは　ＳＯＳ
～令和元年度人権啓発作品 標語の部 佳作作品～ 10No.986　2021. ３. １　広報りっとう



フォトニュース

新
火
葬
場
建
設
へ
む
け
て
協
定
締
結

み
ん
な
で
元
気
に
「
鬼
は
外
！
」

「
が
ん
」
を
正
し
く
知
ろ
う

個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
が
展
示

２月８日（コミュニティセンター治田東）
市民の多くが利用する草津市営火葬場の老

朽化と火葬需要増加への対応のため、草津市と
の広域連携による新たな施設の整備について検
討を進めてきました。草津市と共同整備するこ
とで合意に達し、新火葬場の整備に関する基本
協定を締結しました。

２月３日（葉山東小学校）
日本人の 2人に 1人がかかるとされる「が

ん」について正しい知識を持ってもらいた
いと学校で行っているがん教育授業。

４回目の開催となる今回は、済生会病院
の外科医師・臨床放射線技師を講師に迎え、
がんの発生や治療について学びました。

１月13日～19日（コミュニティセンター治田東）
感染症拡大の影響でイベントが中止とな

る中、コミセン利用団体の成果発表の場と
して作品展を開催。参加した８団体の絵画
や書道、着物のリフォーム作品などが並び、
訪れた皆さんからは「作品に癒されました」
など嬉しい声が届きました。

２月２日（大宝幼稚園）
年齢ごとに行うなど、感染症対策をした

豆まきとなりました。園児たちは目の前に現
れた鬼に驚きながらも、新聞紙を丸めて作っ
た「豆」を、勇気を振り絞って鬼に投げつけ
ました。「鬼は外！福は内！」と元気いっぱ
いの声が響きました。

新型コロナウイルス感染症予防対策など
のため寄付をいただきました。
ありがとうございました。
◇寄付　日本騎手クラブ（敬称略）
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★輝く栗東人
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2021  ３・１

▲七夕シーズンに一緒に七夕飾りづくり
（はるたっこ広場）

地
域
の
子
ど
も
の
育
成
や
子
ど
も

の
居
場
所
作
り
を
中
心
に
活
動
さ
れ
て

い
る
小
泉
さ
ん
が
、
内
閣
府
が
提
唱
す

る
「
エ
イ
ジ
レ
ス・ラ
イ
フ
実
践
事
例
」

に
選
ば
れ
、
本
市
で
初
め
て
エ
イ
ジ
レ

ス
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

■
地
域
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

在
職
中
は
、
仕
事
一
筋
で
地
域
活
動

と
は
無
縁
で
し
た
。
退
職
後
は
育
て
て

く
れ
た
地
域
に
恩
返
し
が
し
た
い
と
考

え
、
自
治
会
活
動
や
民
生
委
員
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
治
田
学
区
の
地
域
教
育
協
議
会
へ

の
関
わ
り
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
の
子

ど
も
の
育
成
に
重
点
を
置
い
た
活
動
を

始
め
ま
し
た
。

■
子
ど
も
に
重
点
を
置
い
た
活
動
と
は
？

子
ど
も
の
育
成
に
携
わ
り
た
い
と

の
思
い
か
ら
、
治
田
学
区
で
「
は
る
た

っ
こ
広
場
」
事
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
小
学
生
を
対
象
に
、
放
課
後

に
小
学
校
や
コ
ミ
セ
ン
、
体
育
館
を
使

用
し
、
子
ど
も
た
ち
と
勉
強
し
た
り
、

遊
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
正
月
遊
び
で

は
、
羽
子
板
作
り
や
凧
揚
げ
、
七
夕
で

は
七
夕
飾
り
を
み
ん
な
で
作
っ
た
り
と

日
本
の
四
季
に
伴
う
伝
統
行
事
を
学
ぶ

こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

週
末
に
公
民
館
で
行
っ
て
い
た
宿

泊
体
験
「
治
田
宿
」
で
は
、
集
団
生
活

で
自
主
性
を
学
べ
る
場
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通

し
て
、異
学
年
と
の
交
流
を
大
切
に
し
、

思
い
や
り
や
協
調
性
を
育
ん
で
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　退職後は、自治会長や地域振興協議会会長、
人権擁護推進委員などを歴任。民生委員・
児童委員や交通安全シルバーキャラバン隊
での活動に対して、市政功労者表彰受賞。
2013年に生涯まちづくり審議会委員の委嘱
を受け、放課後子ども教室「はるたっこ広
場」事業に参加。令和２年９月に内閣府よ
りエイジレス章受章。

小泉 一夫さん（小柿・83歳）

■
エ
イ
ジ
レ
ス
章
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

退
職
し
て
か
ら
ず
っ
と
、
何
よ
り
も

育
て
て
く
れ
た
地
域
に
恩
返
し
し
た
い
と

い
う
思
い
を
胸
に
、
こ
れ
ま
で
活
動
し
て

き
ま
し
た
。今
回
名
誉
な
章
を
い
た
だ
き
、

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
大
変
嬉
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
抱
負
は
？

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
す
く
す
く
育

っ
て
く
れ
る
こ
と
が
私
の
生
涯
の
喜
び
で

す
。
ま
た
、
趣
味
の
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
な

が
ら
健
康
維
持
に
努
め
、
元
気
で
あ
る
限

り
は
、
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
声
を
励
み

に
、
今
後
も
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
関
わ
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
と
は
…
年
齢
に
と

ら
わ
れ
ず
自
ら
の
責
任
と
能
力
に
お
い
て
自

由
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
。

年齢にとらわれず生き生きとした生活を

12この広報紙は、古紙配合の再生紙とベジタブルインクを使用しています。
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